
もうすぐ3月11日、未曾有の大災害となった東日本大震災から4年が経とうとして
おりますが、今でも余震と考えられる地震が発生しています。昨年9月に起きた御
嶽山噴火も地殻変動によるものなので、これらの地震と全く関係が無いとは言えま
せん。というのも1703年（元禄16年）12月に起きた元禄地震や1707年（宝永4年）
10月の宝永地震が富士山大噴火と関係があるのでは、と考えられているのです。
元禄地震は有名な赤穂浪士の討入りから1年後に発生、関東南部に大津波が押
寄せ死者6700人、半年後に東北地方でM7.0の地震で58人が犠牲に、そして4年
後の宝永地震（南海トラフ連動型）では関東から九州沿岸の大津波によって2万人
が犠牲になりました。さらにその49日後に富士山が大噴火を起こしました。わずか
4年の間に自然災害の恐ろしさを人々に見せつけました。当時の記録では噴火の2
週間ほど前から地響きが起き始めたそうですが、元禄地震直後からすでに山鳴り
が起きていたそうです。地中で連動しているかどうかはわかりませんが、何かの
きっかけで連鎖反応を起こす可能性は否めません。将来的に起きるであろう自然
災害にただ警戒するのではなく、自分たちの中で避難マニュアルを作成しておくこ
とが大切なのではないでしょうか。
1923年の関東大震災では10万人以上が犠牲となりましたが、伊豆地方では元
禄地震による多大な津波犠牲者を教訓にした素早い避難行動によって人的被害
が極めて少なかったそうです。
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海遊び マナー守れば より楽し!!

先日ご利用者が7kgのブリと3kgのワラサをゲット。回遊魚を
釣るのが難しいこの時期にお見事でした。あまりの大きさに近
所の魚屋さんで捌いて頂いたそうですが、ワラサの方が脂が
のって美味しかったそうです。忘れられない手応えに感動し
た上に、自分で釣った魚を食すなんて贅沢です。

【関根御滝不動尊】海岸線から湘南国際村
方面にトンネルを過ぎ細道を右折すると
“胃腸に効く霊水” といわれる清水が湧出
る関根不動尊があります。｢美味いコー
ヒーが飲みたい」と汲みに来る人も。ただ
し水は沸かしてからご利用下さい。道路
が狭いので車の運転は要注意。

よこすか西海岸ぶらり

今月のギャラリー

指定管理者からのお知らせ指定管理者からのお知らせ指定管理者からのお知らせ
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転覆等 件０

件ガス欠 ０

件
主エンジ
ン停止 ０

単なる偶然でしょうか

ご利用者用倉庫について

安全航行しましょう!!

４９艇今月の出艇数
H27年1月16日～H27年2月15日

H27年1月16日～H27年2月15日
４艇今月の夜間係留数

０艇保管場所空き状況
平成27年2月25日現在

●始業点検（ガソリン・主機・補機・船体・アンカー）

●常備品（人数分ライフジャケット・信号紅炎

・携帯電話・救命浮環・オール・ラジオ）

●湾内徐行・漁網避難航行・天候注意・

水上バイク注意・釣糸注意

ガソリンの取扱いについて、改めて
お願いです。当施設に給油所が無い
ので、セルフスタンドでの購入か、
マリーナ等での給油になります。セ
ルフの場合は消防法によって金属
製の規格携行缶でないと販売をし
てくれませんが、タンクの質にも注
意が必要です。ホームセンターで売
られているタンクの多くは規格シー
ルが貼られていても素材に難があり
ます。また、面倒だからと容量オー
バーの給油は危険です。艇への給油
は素手でゆっくりと。灯油用のポリ
缶や電動ポンプの使用は厳禁です。
ガソリンはちょっとした油断でもす
ぐに火災につながる危険物である
ということを認識しましょう。

トピックス

お問い合わせは 0120-560982 （コールアキヤに）

関根不動の名水を汲みに 群れに当りたい（イナダ）

　3月は冬眠からお目覚めされる方も多数いらっしゃいます。出船に向けてバッテリーやステアリン
グのチェックをしましょう。さて、皆さんがご利用されている倉庫についてお願いがあります。指定さ
れたスペース以外に所有者不明の備品が多数あります。共有棚としてご利用は可能ですが、ス
ペースに限りがあるので普段使用されないものはお持ち帰り下さい。またご利用の際は名前・置
番をご明記して事務所にご一報下さい。

メンテナンスをしましょう

奥尻島の防災対策奥尻島の防災対策
平成５年７月の北海道南西沖地震による津波で
２００人もの方が亡くなった奥尻島では悲劇を
二度と繰返さないために、町をあげて対策に取
組んでいます。14キロにも及ぶ高さ11mの防潮
堤建設をはじめ水門やスロープ形式の避難路、
漁業者等の対策として人工地盤とシェルターの
建設、各避難所の発電機設置など。また住民に
は防災ハンドブックの配布など、私たちが見習
うべき対策がたくさんあり、防災意識の高さを
感じます。

港に設置されたシェルター 14キロにおよぶ防潮堤


